






























































































































その他、 8小節 6拍目、17小節 9拍目、18小
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1993 「名門女子高校校歌集」 ＣＤ 合唱：高等部生徒　東芝ＥＭＩ制作
















2005 「東洋英和女学院校歌・　東洋英和女学院大学歌」 ＣＤ（ミニ） 音源は東芝版
2016 「楓よ　楓の園」 ＣＤ 校歌合唱：中高部合唱部　原曲版、編曲版を収録
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＜追記：あれこれ＞
楽譜通りでない歌い方
「このまど
4
」、「かべ
4
」、「にわ
4
」の傍点の音にフェ
ルマータ（音を延ばす印）はつけられていない。
「少しゆっくり」の指示があるが、付点 4分音
符分延ばしてゆったりと歌われるのが習慣に
なっている。その方が大きな 2拍子の拍子感が
崩れず、自然に感じられるからであろうか。
白秋自筆原稿の修正
北原白秋の自筆原稿はインクで書かれている
が、最後の「東洋英和、東洋英和」の部分は、
3節ともアルファベットでTE　TE　TE　と
3回も書かれている。しかしこの部分は鉛筆で
うすく消され、日本語で「東洋英和、東洋英和」
とこれもうすく直されている。直したのは誰だ
ろう。曲のおさまりは 2回が適当で、 3回では
おさまりが悪い。耕筰からの提案であったのか、
それとも白秋みずからの訂正であったのか。
「東の道
ことば
」の解釈
筆者は中高部在任中、毎年高三の音楽テスト
の一部に、校歌の歌詞の意味について出題した。
「日かげ織る」、「光と新たなる」、「にほへよ　
この良き土」、「玉よりも響かふ愛」など文学的
かつ文語調の歌詞は、中 1以来何回か意味を教
わっているはずである。この類は採点対象とし
たが、第 3節の「東の道」については採点はせ
ずにそれぞれに自由な解釈を書いてもらった。
多かった解釈、珍答。
「東の道」→「東の言葉」→「東の国で話さ
れている言葉」→「英語」の連想から「英語が
話されている学校」。確かに日本で見る世界地
図では、カナダは日本の右、すなわち東にある。
しかし英語は西洋の言葉というのではないか。
「道」という字にひかれて「東の道」は「学
校の前の通り」であると地図入りの解答もあっ
た。鳥居坂通りは学校の東ではなく西側にある。
無理もない。筆者も一言で明快な説明はでき
ず、関連ある事柄を羅列し、それぞれに連想を
広げてもらうだけであった。
「東」、太陽の上る方向、明るくなる、物事の
始まり、真理の源、啓蒙、オリエンテーション、
東の博士、「はる」という読み方もある・・・
「道」、字からは人のみち（倫）、読み方からは、
神のみ言葉、「はじめに言葉があった」（ヨハネ
福音書）、フォーレ作曲「ラシーヌの賛歌」の
冒頭の歌詞「至高者と同一なる言葉よ」（キリ
スト賛歌）、中国語では「道」という字に「言う」
という意味もある・・・　等々
二名の方の解釈を紹介したい。
・黒川信也元高等部長の解釈
楓の園には、人間が最も大切にしなければな
らない、「わたしはどのように生きるか」を教
えてくださる神の御言葉が示されている。
・今井亮二中高部国語科教諭の解釈
東洋英和は、互いに相手のことを思いやり、
そして想いや時間を共有し、それをみなが一緒
に積み重ねていくような、豊かな出会いのある
学舎である。
校章の変遷
初版楽譜の裏表紙にある校章は楓の葉の根元
の部分が曲がっている。1984年、創立 100周年
を機に校章の正用定型が制定されたが、それま
ではさまざまな形の楓マークが種々の出版物な
どで使われていた。校章の変遷を調査した元大
学教授、伊勢紀美子は「史料室だより」に寄せ
た文を次のように結んでいる。
「当時の校長ハミルトン先生は、合理的で簡
潔を好まれると共に鷹揚であって、大筋にOK
を出されると、一切責任者に委かせて仔細に及
ばずであった方という。根本のカナダ楓が確認
されている限りにおいて、その一時的、表層的
形状の崩れをも内に抱擁して来た校章の歴史は、
ひとりの人格が時の流れ方をも支配し、伝統と
いう言葉に置換えられうるものと教えてくれ
た。」（No.7　1979年）
校歌の変遷とも関係があるような気がする。
「富」と「冨」
富岡正男の「富」は「冨」が正式な字である
が、学院在職時は「富」を使われていたことか
ら本稿では「富」を使用することとした。先生
は晩年は「冨」を使われていたようだ。
校歌についての記事など
1935年　 「同窓会会報　母校創立五十年記念号」
1954年　鵜沼幸『東洋英和女学院七十年誌』
2013年　 今井亮仁「論叢」第31号 
資料「東洋英和女学院　校歌について」
校歌を主題とした楽曲
1971年　長尾壽晃（元短期大学教授）
　　　　 東洋英和女学院校歌の主題による変奏曲
197?年　田中友子（卒業生・作曲家）
　　　　東洋英和女学院校歌による変奏曲
（学院オルガニスト　元中高部音楽科教諭）
